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低料第三種郵便 

障害福祉サービス事業所 

生活介護・就労継続支援（Ｂ型） 

  ふきのとう 

〒193-0834 

八王子市東浅川町625-5 

TEL 042(667)4158 

FAX 042(667)9489 

東京都認定短期入所施設 

認定短期・日中一時・移動支援 

  ころぽっくる 

〒193-0834 

八王子市東浅川町629-1 

TEL 042(666)5609 

FAX 042(666)5619 

障害福祉サービス事業所 

就労継続支援（Ｂ型）・生活介護 

  ひのき工房 

〒193-0826 

八王子市元八王子町2-1839-2 

TEL 042(667)2158 

FAX 042(667)2168 

社会福祉法人 蕗の会 

 

●価格：１個330円(9コセットなども有) 

●サイズ：55×55×25ｍｍ 

●素材：東京産 ひのき 

●製造国：日本 

●問い合わせ：ふきのとう TEL042-667-4158 

ふきのとう    殿 

グッド・トイ ２０１１選考会において厳正な選考の結果 

「グッド・トイ」として特に優れていると認められたので 

ここにこれを証します 

                ２０１１年６月１１日 

手触り最高！ 
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「今年もよりよい施設作りをめざして」 
 

                          社会福祉法人蕗の会 理事長 岩澤六夫 

 

ふきのとう、ころぽっくる、ひのき工房の三施設が、それぞれの利用者、一人ひ

とりにとっていきいきと過ごせるかけがえのない場になるように、蕗の会役職員一

同、毎年努力しています。 

 

 昨年（２４年度）の事業報告と今年度の事業計画に是非目を通して下さい。それ

ぞれの施設が、施設長を中心に意欲的に取り組んでいることを理解していただける

と思います。 

木工品作りやリサイクル作業で社会とつながり、生きがいを感じ、工賃をもらって

自分の好きなものを買う人もいるでしょう。 

 

 スタッフは、利用者の日々の身体の調子や具合に気を配り、更に少しでも身体能

力を回復するためリハビリや訓練にも心がけています。 

一方、皆んなで昼食やお茶の時間を楽しみ、好きなカラオケを歌ったり、種々の室

内外の活動を通して自分をみつけ、自分を表現していける場を作っていくことが、

ころぽっくるを含め、施設の課題です。それらの課題を担うのが職員スタッフです。 

 

法人設立以来３つの施設建設を優先してきましたが、今は低い労働条件の改善が

もう一つの大きな課題です。その柱となる賃金規程を法人として初めて整備し、今

年４月に月額平均 12,800 円（時給で 80 円）昇給しました。又、ほんの一部の職員

しか対象になっていなかった縣案の退職金制度も、何回も議論してようやく正規職

員の中退金制度と非正規職員の退職餞別金制度を作り、全従業員を対象として実施

しました。まだいろいろと不備な点もあると思われますので引き続き規則・規程等

整備していかねばなりません。 

 

 蕗の会は、この間施設建設のため多くのボランティア的なスタッフの皆さんに協

力してもらってきましたが、平均年齢も高くなりましたので、将来に向けて若い職

員の採用にも力を入れていきたいと考えています。 

 

利用者、ご家族の皆様、ご支援をいただいている後援会の皆様、よりよい施設作

りのため、今後もご理解と積極的なご意見をよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1998年10月9日第三種郵便物許可(毎月3回8の日発行) 2013年6月20日発行 SSKU 増刊通巻第4530号 

 

3 

 

平成25年度 法人本部 事業計画 

                          社会福祉法人 蕗の会 

                               法人事務局 
１．法人本部事務局体制の整備 
   欠員だった事務局職員を補充できましたし、理事さんの協力も得て、ようやく法

人本部の職員体制が整いました。今後 2 年位で、整備不十分な規則・規程を整備し、
法令や都・市の指導に基づいて最低限守るべき法人運営がきちんと出来るように努
力していきます。 

 
２．従業員の労働条件の改善 

法人設立以来、利用者のための施設整備優先で運営してきたため、財政的にも厳
しく、スタッフもボランティアさんに協力していただき、従業員の労働条件も低い
ままでした。 2 年以上検討してきた賃金規程についても一応のルールが出来まし
たので、今年 4 月から実施致します。 

   今回の賃金引上げは、賃金の底上げをはかるもので、全従業員の平均（月額換算）
で 11,000 円程度になります。賃金以外の諸条件についても可能なことから順次整
備を進めていきます。 

 
３．経理事務のチェック体制の確立 
   蕗の会は、24 年 4 月より新しい社会福祉法人会計基準に基づいて経理規程を整備

し、実施しています。 
前項の賃金引上げにともない、今までより、今後毎年年間約 400 万円の財源  

が必要となります。 
又、今後も毎年、幾らかでも賃金引上げを実施するには、この上に更に、毎年数

十万円の財源の上積みが必要になっていきます。従って、毎月の月次を各施設は勿
論、法人事務局で今まで以上にチェックしていき、赤字にならないよう理事会でも
把握していく必要があります。 

 
４．ころぽっくるの赤字解消 

ころぽっくるは、認定短期入所事業、日中一時支援事業ともに職員スタッフの献
身的な努力により、利用者やご家族の皆さんに喜んで利用いただき、多くの方々に
とって“なくてはならない“存在になってきました。 

   しかし、その一方で、平成 18 年以来 7 年間、年平均で約 300 万円の運営費の不
足を生じ、多くの皆さんのご寄附や役員の援助、ふきのとう、ひのき工房から拠出
される本部費用から補填してきました。 

   昨年度、利用者や御家族の皆さんにも、その実情を訴え、色々なご意見をいただ
き、出来るだけ今までのサービスを維持するために、今年度より、利用料の一部値
上げもさせてもらうことになりました。又、八障連等にも協力いただき、八王子に
対しても何回も要請行動を行い、単位制から 1 時間 1,000 円という時間制に改善し
ていただきました。施設としても、今年度から、魅力的なイベントなどを企画し、
より利用を増やしてもらえるよう、後援会や応援する会などの協力をいただきなが
ら、努力していきたいと考えています。 

   又、野菜販売等を行い、利用者家族に実情を訴え、少しでも運営資金を補填した
いと思います。 

  法人としても、各施設の理解を求めながら、ころぽっくるの新規事業も含め赤字解
消に努力していきます。 

 
５．ホームページの立上げ 
   ふきのとうとひのき工房は、昨年ホームページを立上げましたが、他はまだです。

法人事務局が音頭を取って、法人本部、蕗の会後援会、ころぽっくるのホームペー
ジが出来るように努力します。 

   又、蕗の会全体のパンフレットが古くなりましたので、今年は、各施設の協力を
得て作成したいと思います。 



1998年10月9日第三種郵便物許可(毎月3回8の日発行) 2013年6月20日発行 SSKU 増刊通巻第4530号 

 

4 

 

平成２５年度 ふきのとう 事業計画 

                         ふきのとう施設長  松岡 千晶 
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平成２５年度 ころぽっくる 事業計画 

                       ころぽっくる施設長  秦 淳一郎 

 

事 業 所 名 東京都認定短期入所施設 ころぽっくる 

事 業 名 

地域生活支援事業  

（１） 認定短期入所事業  

（２） 日中一時支援事業  

（３） 移動支援事業  

施 設 長 秦 淳一郎 

職 員 数 施設長（１）常勤職員（１）非常勤職員（１７）  

重 点 事 項 関係機関との連携・安定した運営基盤の確立  

 

＜事業運営方針＞ 

 ①障害のある方が、住み慣れた地域でいきがいをもち、自分らしく生きることを、

ショートステイを通して支援する。 
 

（１）利用者とその家族が安心して利用できる環境を作る。 

（２） 利用中、一人ひとりの持つ能力を活かした生活ができるように支援する。 

（３）地域の人たちと交流の機会を持ち、相互理解の場を持つ。 

（４）利用者一人ひとりにあった社会参加における移動支援を行う。 

 

 ②安定した運営基盤の確立 
 

（１）今年度は、利用料の変更を行い、単年度収支での赤字幅を減らしていきま

す。また、法人として、寄付金に頼らない運営基盤を構築していきます。 

（２）行政への継続的な運動（交渉）を行った結果、今年度は、日中一時支援事

業の委託額を時間単位で算出したものに改善されましたが、行政への運動

を継続し、支援をするために必要な額を助成するよう訴えていきます。 

 

③より質の高い職員集団を目指す 
 

利用登録者は、年齢層も幅広く、毎日利用される方も違います。それは、「日々

利用者さんが必要とする支援内容が異なる」ということを表しています。 

その中でも、安全に安心して過ごせるよう一人ひとりの理解に努めるために、知

識や技術の習得に取り組みます。 

（１）内部・外部研修への参加により、支援者としての資質向上に努める。 

（２）日常の引き継ぎ業務の徹底、業務ミーティングの実施により、職員間の 

連携を高める。 
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平成２５年度 ひのき工房 事業計画       

ひのき工房 施設長   関 裕子 

＜ ２５年度重点目標＞ 

私たちは、障害のある方たちが住み慣れた地域で自分らしく自立した生活を営める

よう支援するとともに、皆さんが元気で生き生きと楽しく働けるよう、職員一丸と

なって利用者支援第一に取り組みます。 

１．生産活動 ― 工賃確保のため売上増と新規事業開拓をめざします！ 

 ① 年間売り上げ目標  

木工 リサイクル その他 合計 

３００万円 ３６０万円 １８０万円 ８４０万円 

② 木工    ・イベント販売に積極的に参加―定常イベントの他、 

新規イベント販売開拓 

        ・新製品開発 ― 種類を増やす 

 ③ リサイクル ・新規事業開拓として、まずリサイクル分別作業と薪作りに取

り組みます。 

２．健康管理 ― リハビリのさらなる充実をめざします！ 

 ①八王子保健生活協同組合城山病院の嘱託医師による訪問相談を継続実施 

(月１回) 

 ②今年度から理学療法士によるリハビリを実施（週１回） 

 ③医師の指導にもとづいた歩行リハビリ等を職員が付き添い、安全に毎通所日に

実施 

 ④看護師による健康管理指導（週１回） 

３．楽しいレクリエーションがいっぱい！ 

①１年を通し、利用者の皆さんが楽しめる行事を企画します。 

  旅行、花見、公園、紅葉狩り、カラオケ会、ゲーム大会、祭、運動会、 

コンサート、食事会など                

②昼休みに、利用者さんも職員も一緒に将棋やウノ、トランプ、卓球、散歩など 

行い、利用者さんの心身の健康維持に努め、楽しく過ごせるよう工夫します。 

４．地域交流を大切にし、町会や医療機関等地域との連携強化を図ります！ 

 ①元八２丁目・３丁目町会集団回収、城山小学校の木工教室・中学校の職場体験 

実習等に積極的に協力、はちせい祭・町会夏祭り、町会合同防災訓練等にも積

極的に参加し、地域住民と今年もさらに強いつながりを深め、災害時等連携の

とれる体制が築けるように努めます。 

 ②地域住民の皆さまに日頃の感謝の気持ちを表し、１０月に第５回ひのき工房祭

を行います。 

５．職員の資質向上とチームとして連携のとれた職員集団をめざします！ 

 ①各ミーティング、会議の充実を図ります。 

全体ミーティング 毎朝 職員ミーティング 毎朝 

職員会議 毎週 ケース会議 定期的･ 随時 

木工会議 随時 

②職員研修会に積極的に参加し、職員のスキルアップに努めます。 

外部研修会 随時 施設内研修会 毎月 
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２５年度資金収支予算 

（自）平成２５年４月１日 （至）平成２６年３月３１日 
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ご寄附いただいた皆様に感謝申し上げます。     

  
 
ご寄附御礼 

◎ころぽっくる運営資金として 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ふきのとう運営資金として 

  丹野様 荒井様 岩澤様                合計金額  5,400円 

 ◎ひのき工房運営資金として 

  永井様 高橋和子様 みつい台トリム体操様 高橋工業様 山本工務店様 荒井様 元八王子町会様 

  榎本様 井上様 関様 岩澤様             合計金額 80,300円 

 ◎蕗の会運営資金として 

  笹野様 魚住様 山田政行様 丹野様          合計金額 28,000円 

  この資金は、ころぽっくるの２４年度の運営に使わせていただきました。 

  本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 
南波 駿様   木部 マリ子様 糸魚川 孝様  稲本 英祥様  上巳 徹也様  大貫 和彦様 

高原 良輔様  坂上 孝子様   山本 友明様  向山 優磨様  平松 礼子様  谷口 聡様 

梅澤 貴也様  竹田 広文様   山内 順子様  橋本 昌樹様  熊谷 一彦様  岡部 和歌子様 

横溝 佳永様  倉石 陽子様   香川 弘子様  関口 大輝様  山岸 敬子様  横田 金生様 

佐藤 大介様  後谷 容子様   赤堀 俊也様  松本 健様   山田 政行様  峯尾 賀亮様 

内山 早苗様  川合 厚子様  島袋 全功様  柿下 豊一様  柿下 良治様  秋山 健一様 

鶴谷 啓一様  松岡 千晶様   柿下 良充様  根本 威様   山口 智様    河野 良子様 

小関 秀規様  高橋 攻様   榎本 丈夫様  下楠園 アヤ子様  図師 学様  石井 英典様 

㈱きらら亭様  山本 武志様   関 裕子様   石原 博様    荒井 菊美様  永井 和様 

茂木 勉様   高橋 和子様   徳丸 詳子様  飯塚 美代子様 井上 修一郎様 天野 幸子様 

法人本部本人様 笹野 佳宏様   山田 義博様  岩澤 六夫様  山田 政行様  魚住 弘隆様 

丹野 章子様  青木 典一様   秦 淳一郎様  遠藤 秀男様  大日向 宏様  岸 昌江様 

高橋 順子様  谷口 幸子様   上野 一俊様  前島 みち子様 井出 太刀三郎様 南 廣子様 

武田 康男様  嶋田 洋子様   高橋 巌様   林 伸行様   ラブリーリコーダー様 

蕗の会後援会様                     合計金額 840,410円 
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平成２４年度 法人本部  事業報告 

                        社会福祉法人 蕗の会  法人本部 

１．給与規程の整備と実施 

１）23 年度より賃金検討委員会を設置して検討してきた賃金規程は、一定の成案を得て評議員会・理事

会でも了承をいただきましたが、理想的に過ぎ、各施設とも職務に責任を持つべき正規職員が少な

い蕗の会の実態では“標準”の位置付けが定めづらく、現時点での導入は困難という判断になりま

した。 

２）そこで、この賃金規程を将来の検討案として棚上げした上で、まず低賃金の底上げを主眼とした単

純な賃金表を作成して、改めて全従業員に説明し、評議員会、理事会で承認をいただきました。 

３）この新しい賃金規程をもとに、蕗の会の中で相対的に上位にある人と60歳以上の人は昇給なしとし、

最低賃金 850 円あたりの人は最高で 120 円（月額 19,200 円）60 歳未満の人全員の平均で、時間給

80円（月額では、12,800円）の昇給を25年4月1日付で実施しました。 

４）この思いきった昇給で、毎年 450万円以上の人件費増となりますので、25年度は、各施設の人件費

と収支を毎月注視し、26年度以降の昇給がどの程度可能かを見極めていかねばなりません。 
 

２．退職金制度の実施 

１）平成23年度に決定した退職金制度は、一部の反対もあり実施出来ないでいました。 

２）昨年、制度変更についての厚生労働省の認可をいただき、ようやく実施することが出来ました。 

３）各施設、全従業員にも再三説明してきましたが、旧来の高い掛金の退職金制度に全員を加入させる

には多額の原資が必要になるため昇給が出来ないので、掛金を下げ（最高30,000円を10,000円に）、

有期契約の人には、全員退職餞別金を積立てることにしたものです。 

24年度中に正規は全員掛金を減額し、有期の人も餞別金制度へ移行しました。 

掛金を減額した原資は、今回の昇給と餞別金制度に使ったことになります。 
 

３．ころぽっくるの運営改善について 

１）平成18年開設以来、毎年平均300万円の赤字であった運営を改善するため取り組んできました。24

年度については、法人全体で、ころぽっくるの運営費としての寄附を集めることしました。84 万円

は寄附として加え、ひのき工房とふきのとうが拠出している本部費用のうち、200万円をころぽっく

るに支援しました。 

２）ころぽっくるの利用者家族に対して、施設の運営の実態をお知らせすると共に、利用料値上げを含

む改善策を訴え、アンケートで御意見を出していただきました。 

そして、「ころぽっくるは、なくてはならない施設だから全面的に協力する」という多くの意向をい

ただき、25年4月から改善策を実施することになりました。 

更に、八障連を通じて、八王子市に働きかけると共に、又、法人独自でも改善の要請を行い、単位

制から時間単価制への移行が実現しました。これらによって、25 年度から改善策が実るよう、特に

利用増につなげる施設の努力が必要です。 
 

４．各種規程の整備 

  給与規程の整備・実施は、前述した通りですが、今年度は他に 

  ①定年後65歳までの雇用延長についての細則の整備 

  ②新基準に基づく経理規程の改訂と実施 

  ③国家資格取得支援規程 

 など整備することが出来ました。 
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平成２４年度  ふきのとう 事業報告 

                       ふきのとう施設長  松岡 千晶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※５月～１１月省略しています。 
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平成２４年度  ころぽっくる 事業報告 

                       ころぽっくる施設長  秦 淳一郎 

 

Ⅰ．事業実績報告＜地域生活支援事業＞ 
 
①認定短期入所事業（八王子市在住の方を対象とする）   

これまでの推移  

年 度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 

延べ利用日数

（前年度比） 

８３８ 

（＋１２６） 

７５３ 

（－８５） 

６６７ 

（－８６） 

７３２ 

（＋６５） 

８４７ 

（＋１１５） 

 

②日中一時支援事業（八王子市・日野市在住の方を対象） 

月当たり支給量１４単位／月 

 （４時間未満：１単位 ４時間以上８時間未満：２単位 ８時間以上：３単位） 

これまでの推移 

年  度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 

延べ利用単位 

（前年度比） 

２，５０４ 

 

２，５８５ 

（＋８１） 

２，８４２ 

（＋２５７） 

２，６９９ 

（－１４３） 

２，６２５ 

（－７４） 

主な外出先：ももの里広場・陵南公園・殿入中央公園・城山公園 

イトーヨーカドー・エコス・小田野中央公園・サイエンスドーム 

わくわくビレッジ 

 

Ⅱ．活動内容報告（主催行事） 
 
 行事への申込は、ころぽっくるだよりでお知らせ後、１週間ほどで定員に達する 

ことがほとんどでした。 

 

・６月  カラオケ大会 １６：００～２０：３０ 

   参加者 ８人（日中利用者５名 宿泊利用者３名） 

 

・１１月 カラオケ大会 １６：００～２０：３０ 

   参加者 ９名（日中利用者６名 宿泊利用者３名） 

 

・１２月 クリスマスウィーク 

  蕗の会後援会より３０，０００円のご支援を頂き、デザート費用として、 

     使わせていただきました。 

   ・２月 カラオケ大会 １６：００～２０：３０ 

      参加者 １０名（日中利用者６名 宿泊利用者４名） 

 

・３月 スプリングコンサート １１：３０～１６：００ 

   演奏団体３団体（手話コーラス山吹会・ラブリーリコーダー・えび～た）  

   参加者  １１人（日中利用者９人 宿泊利用者２名） 
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平成２４年度 ひのき工房 事業報告      

ひのき工房施設長  関 裕子 

＜ ２４年度の成果 ＞ 

１．生産活動等売上  ８，３２０，７２２円達成！ 

リサイクル事業  3,845,402円 木工事業  2,872,749円 その他(農園･請負作業等) 1,602,571円 

リサイクル事業は、不況の影響を受け古紙価格下落、売上減という厳しい状況になりましたが、木工事

業は、昨年より約50万円売上が伸び、全体として昨年に近い売り上げを上げることが出来ました。 
 
２. 選択肢を増やすため、利用者さんに合う請負作業を試行！ 

 ＤＭ封入、タウン誌ポスティングを試行した結果、外でのポスティング作業は自分に合うと希望する利

用者さんが何人もいましたので、作業として継続して行うことにしました。住民と挨拶する機会が多く

なり、初対面の人とも挨拶出来るようになった利用者さんもいました。 
 
３. 地元町会や住民の皆さんとの協力関係をさらに強化！ 

① 2丁目・3丁目町会の集団回収も順調 ― 元八 2丁目・3丁目町会や住民の皆さんとの相互理解が

進み、順調に集団回収を行うことができ感謝されています。 

② 城山小学校・中学校と毎年交流 ― 城山小 ：昨年に続き6年生の木工指導に職員・利用者が協力

城山中、みなみ野中 ： 職場体験実習生を受入れ       

③ 地元コーヒーショップもひのき工房祭りに初参加   

④ 防災教室を通して近隣住民の方たちと交流 

 ⑤ 元八2丁目町会・3丁目町会・地元中学校・小学校など地域ぐるみの合同総合防災訓練に利用者・職

員が参加。その中の倒壊訓練では元八2丁目特防隊として職員が参加し、災害時における地元町会と

の連携体制強化を図りました。そのほか、町会定期総会、ホタル観賞会、夏祭り、餅つき大会、新年

会、旅行、サタデースクール等に参加。 ⑥ 八王子市町会住民対象の八王子社会福祉協議会主催施

設見学会に協力  ⑦ 三田町会等の参加要請に応え、夏祭り、十二社灯明祭に出店 
 
４. 利用者支援の充実！ 

① 職員スタッフは、適切な支援を行えるよう、毎週の職員会議･毎朝のスタッフミーティング等で話し

合い、情報を共有し協力して支援を進めました。 

② 利用者の要望や相談、毎日の支援日誌の記録等、担当職員体制で支援を行いました。 

③ 文字書練習、パソコン教室の他、月 2回手話教室を実施し、利用者の「できることを増やす」「楽し

みを増やす」支援を行い、成果がみられました。12月の後援会10周年記念の集いでは、3週間練習

を重ねた手話コーラス「世界に一つだけの花」を披露することができました。 

④ 利用者さんの絵、イラスト、写真等、積極的に文化展等に応募。その結果、手作り作品展パンフレッ

トに採用、八王子東急スクエアでの展示(3名)など本人の自信と楽しみを増やすことに繋がりました。 

⑤ 3月に利用者1名が就労。相談・イベント参加等の就労後支援も毎週定期的に続けています。  

⑥ 蕗の会後援会のご支援を受けて、利用者全員の団体生命共済保険加入を実施  
 
５. 毎月嘱託医訪問相談を実施、地元医療機関八王子保健生活協同組合との連携強化！ 

① 城山病院嘱託医師のリハビリ指導、インフルエンザ予防接種、健康診断など、利用者の健康管理に大

きな力になっていただきました。② 職員が付添い毎通所日に歩行リハビリ等を実施 
 
６. 若手新人スタッフが加わり職員体制強化、職員資質向上のため講師を招き施設内研修実施！ 

正規中堅職員2名が定年を迎えたこともあり、若手職員育成が大きな課題でした。若手スタッフを3名

採用し、外部研修にも積極的に参加。1月には東京ＹＭＣＡ医療福祉専門学校講師による研修会を実施。 
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事業活動収支決算内訳表（法人全体） 
（自）平成２４年４月１日 （至）平成２５年３月３１日 
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ふきのとう トピックス 
ハンドベル教室 

平成 24 年 10 月頃からお昼休みに“ある職員の提案”で“ハンドベルをやってみよ

う！”ということになりました。インターネットのアマゾンで安価なハンドベルを

購入したことがスタートです。参加人数も利用者 4名から始まり今では 8名となり、

女性職員を中心に盛り上がりつつあります。隠れハンドベラーもいて楽しく活動し

ています。24 年 12 月の蕗の会後援会 10 周年事業にてお披露目を行い、平成 25 年 6

月の蕗の会後援会総会での演奏を楽しみにガンバッテいます。ぜひ一度聞きに来て

くださいね。 

（下記は、25 年 3 月のお花見でのハンドベル演奏です。） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵画教室 

平成 25 年 1 月からなみき福祉会の平岡先生にお願いして絵画教室を 1 回/2 週間、

ふきのとう２Ｆ作業室で“思いのまま腕を振るっています”。作品は利用者個人の特

性が“かなり”表現されていると思います。ぜひ観に来てくださいね。 

（利用者さん５名、職員等３名で活動しています。） 
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ころぽっくる トピックス 
 

１．職員似顔絵紹介（ころぽっくるだよりでご紹介した方々です） 

 

 

 

 

 

 

 

 
     土屋 尚美       星野 文恵     伊藤 由美子        二宮 雅好   

  

  職員総勢 １９名 

  

 楽しさ、笑顔を大事に職員一丸でがんばりますので、よろしくおねがいします。 

 

２．ころぽっくるお出かけ先紹介 

 

        ＜公園部門＞          ＜屋内施設部門＞  

  ナンバー１・・小田野中央公園         サイエンスドーム 

  ナンバー２・・城山公園（津久井湖の方です）  高尾の森 わくわくビレッジ 

  ナンバー３・・陵南公園                日野自動車２１世紀センター 

  

３．ころぽっくるの年間行事予定・・毎年人気の行事です！  

 

   

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 月 事業所行事  月 事業所行事 

６月 カラオケ大会  ７月 外食会 

９月 カラオケ大会 １０月 カラオケ大会 

１１月 外食会 １２月 イルミネーション見学会 

２月 カラオケ大会 ３月 スプリングコンサート 
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ひのき工房 トピックス 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の皆さんとの交流 
元八王子2・3丁目の集団回収は、

利用者さんも頑張っています。 

元八王子 2 丁目町会・3 丁目町

会・地元小中学校など地域ぐるみの

合同総合防災訓練に参加しました。 

 特防隊としても職員 2 名が参加

しました。 

  

様々な地域の夏祭りに参加させ

て頂いています。皆さんに暖かい声

をかけて頂いて、利用者さん・職員

一同本当に嬉しく思っています。 

ホームページの紹介 

下元さん、本宮さん、志村さん、小川さん、橋

本さん、小谷田さんの6名が新しく仲間に加わり

ました。 

作業に、レクリエーションに毎日楽しく過ごし

ています。 

 

http://www.hinokikobo.com/がアドレスです。 

ホーム画面の素敵な絵は利用者さんが描いて

くれました。 

インターネット販売を始めました。色々な商品

の写真が載っていますので、是非ご覧ください！ 

新しい仲間の紹介 

http://www.hinokikobo.com/
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後援会だより 
 
第１１回蕗の会、後援会総会開催 

去る６月７日（金）「ひのき工房」において利用者、関係者、職員の方々の参加を得て、開催

されました。提案した議事の①活動報告②決算報告③会計報告が承認され④役員⑤新年度の取組

みと予算計画についても全会一致で承認されました。主な提案内容は次の通りです。 
  

２０１２年度の活動報告 

 昨年は後援会発足１０周年の記念すべき節目の年でした。会員の皆様の 

ご苦労に報えるべきイベントとして「絆のつどい」を開催し、無事終了しました。また、昨年に

引き続き利用者の方が「不慮の事故」に合ったとき保障される「全労災」加入の保険金、半額を

負担いたしました。販売活動は「ひのき工房まつり」や「いちょうまつり」のイベントに販売員

として支援しました。ころぽっくるに対してはクリスマス会の支援金の拠出や行政側に対しての

支援料の見直しを要望しました。会費納入の依頼は機関誌の発行に合わせお願いをしました。本

部及び施設職員との食事会を開催し関係強化を図りました。 
 

２０１３年度の取組み 

次の取組みについて承認されました。 

昨年に引き続き施設利用者が加入する[全労災]の掛け金の半分を負担します。 

各施設で取組む行事を積極的に支援します。あらゆる機会を捉えて木工製品の販売に協力します。

ころぽっくるとの連携を強化します。 

本部のホームページに後援会サイトをお願いします。また、職員とのコミュニケションを強め

ます。 
 
２５年度の役員は次の通りです。宜しくお願いします。 
  会長   石川 三郎    副会長   百崎 道子 
  会計   大神田 芳子   事務局長  遠藤 秀男 
  幹事   伊藤 要子    幹事    木﨑 真由美 
  幹事   佐藤 悦子    幹事    山本 武志 
  会計監査 前田 和江    幹事    平松 廣 
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        多大なご支援ありがとうございます 

           

２４年度後援会会費を納入して頂き、心から厚く御礼申し上げます。 

この会費は「ふきのとう」「ひのき工房」「ころぽっくる」の三施設の活動に有効に

使わせていただきます。皆様のお名前を掲載させて頂きます。（敬称略・順不同） 

              期間 平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平松廣  永井和  大神田芳子  伊藤要子  内藤美千子 

木﨑徳太郎  松岡千晶  村上真弓  大日向宏  棚瀬久子  増田有香 

渡邊真澄  坂本真紀  本堂公子  鈴木淳  （株）きらら亭  岸昌江 

山本武志  伊藤紀壽  高橋巌  （株）多摩ニッタンサービス 

植松敏夫  松本健  井出太刀三郎  南廣子  清水真理  清水茂子 

秋山健一  斉賀勇  瀬川和正  佐藤修  石川保子  野中俊昌 

田中裕之  （株）愛和セレモニー  倉石陽子  百崎道子  栗原由子 

橋本三保子  介護ｾﾝﾀｰゆうみん  井上修一郎  島袋全功  図師学 

岡部和歌子  前島みち子  （有）トダソウギョウ  川合厚子 

望月達俊  高橋攻  友清彬昶  熊谷弘之  小佐保信  荒井盛雄 

斉藤セキ子  高津福枝  泉山洋子  林和子  榎本丈夫  山本友明 

（有）橋本オートサービス  中山正  遠藤秀男  石原博  細渕芳 

藤原百合子  糸魚川孝一  下楠薗アヤ子  小笠原千尋  茂木寿美 

高橋和子  飯塚美代子  岩崎昭男  大木啓史  西陸めぐみ 

小関秀規  岩松清  （有）アイ・エス・エフ  岩澤幸男  河野良子 

柿下豊一  柿下良治  山田義博  大島節子  天野幸子  山崎由紀子 

湯川清美  大森敬博  大森文隆  大森節子  岩澤六夫  関裕子 
 

 

「蕗の会 後援会」への会費納入のお願い 

    年会費  一口  1,000 円  １口以上 

お振込み先/郵便口座  ０１５０－８－１９４２２７ 

     口座加入者   蕗の会 後援会 

（振込用紙が紛失した場合は上記にお願いします） 

編集後記 

社会福祉法人「蕗の会」の活動報告を、ご利用者のご家族様、ご支援をいただいている後

援会会員の皆様、更には、地域の皆様へお届けするのは法人として最低の責務と考えます。 

入職後間もない不慣れなため不十分なところもあると思いますが、お許し下さい。 

 法人や各施設へのご意見・ご提案いただけますよう、引き続きのご支援・ご協力をお願い

致します。（本部 渡辺）   

 TEL 042-667-2158 FAX 042-667-2168  e-mail fukinokaihonbu@yahoo.co.jp 

※管理不十分で配布された皆様には誠に申し訳ございません。お詫びいたします。 
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品名 カルガモ 

大きさ H30mm(ｶﾙｶﾞﾓ小20ｍｍ) W1600mm D160㎜ 

値段 2,200円 

製作 ひのき工房 

販売 ひのき工房・ネット販売・長池ネイチャーセンター他 

ホームページ http://www.hinokikobo.com/ 
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